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○議事日程

平成２３年第３回臨時会議事日程

平成２３年１１月２８日　午前１０時００分　開会

日程第　１　会議録署名議員の指名

日程第　２　会期の決定

日程第　３　諸般の報告

日程第　４　議案第４５号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
○　会　議　の　経　過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）定刻になりました。皆さん、御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　今から平成２３年上毛町議会第３回臨時会を開催します。

　直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本臨時会の会議録署名議員に、９番　古野議員、１０番　亀頭議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　臨時会招集の告示を受け、議会運営委員長に臨時会の運営について諮問いたしましたところ、１１月２５日、議会運営委員会を開催していただき、答申をいただきました。

　委員会の答申は、会期を本日１日とする答申です。

　お諮りします。臨時会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日１日としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は本日１日とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本臨時会に提出された案件は、町長から条例案１件であります。

　議事日程を、お手元に配付しておりますのでごらんください。

　本日の日程は、提案理由の説明を受けた後、引き続き議案内容の説明を受け、質疑を行います。

　質疑が終了した後、討論・採決を行いますので、御了承ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略します。

　日程第４、議案第４５号を上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。

　それでは、提案理由の説明をいたします。

　本日、ここに平成２３年第３回上毛町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　本日の臨時会に提案いたしました案件は、条例案件１件であります。
　提案理由を御説明申し上げます。

　議案第４５号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例。去る９月３０日、人事院は国会と内閣に対し民間との給与等の格差是正のため、国家公務員給与等について０.２３％引き下げの勧告を行ったところであります。それに伴い、本町職員における給与改定の対応につきましては、情勢適応の原則の観点から、人事院等の勧告内容を尊重しつつ給与等の改定を行うことといたしました。関係条例の改正につきまして御提案をさせていただくものであります。
　慎重な御審議をお願い申し上げ、御可決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。
　どうぞよろしくお願いを申し上げます。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。

　次に、日程第４、議案第４５号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは、私から議案第４５号について御説明を申し上げます。お手元の、きょう配付いたしました臨時会の資料とあわせてごらんいただきたいと思います。
　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について。上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。平成２３年１１月２８日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由といたしましては、平成２３年度本町職員の給与改定に当たり、人事院勧告及び福岡県人事委員会勧告に準じた所要の改正を行うものであるということでございます。
　それでは１枚おめくりいただきまして、１ページをごらんいただきたいと思います。これは今回の条例等の一部を改正する条例でございます。一般職職員の給与に関する条例の一部改正ということで、第１条につきましては、今回の給与改正と同じタイミングで、前回、診療所に係る医療職の関係の文言が、この給与条例の中にまだ存在しておりましたので、今回この場をかりまして、一緒に削除するものでございます。それから一番下の別表第１でございます。５条関係と書いておりますが、これが今回の人事院勧告に伴う行政職の給与表が、今までのものから今回、こういった給与表に改正されるというものでお示しをしておるものでございます。それからこの給与表につきましては、１ページから５ページにわたってこの給与表がございます。
　それから５ページの第２条でございますが、上毛町の単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正ということでございます。今まで説明した部分が一般職の職員の給与表でございますが、今回この２条につきましては、現業職に関する給与表でございます。これも今回、人事院勧告を受けまして、以下の給与表のとおり改正が行われたものということをお示ししているものでございます。それからこの給与表については、６ページから９ページにわたって改正をされておるものでございます。
　それから９ページの第３条でございます。上毛町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正ということでございます。これはお手元のきょう配付しました資料に、３番目の現給保障の額の改定という部分に該当するものでございまして、給与表が平成１８年に新旧変わりまして、そのときに現給保障をされている職員がおりまして、その現給保障されている職員の給与につきましても、今回の人事院勧告にあわせて減額率が改定になったというものを、今回この第３条で改正を行うものでございます。
　それから、もう１ページめくっていただきまして、この施行日は平成２３年１２月１日から施行するということでございます。
　それから１０ページの平成２３年１２月に支給する期末手当に関する特例措置ということで第２条がございます。これにつきましては今期１２月に支給されます期末手当から今年度の４月にさかのぼって給与が減額いたしますので、その分をすべて今回支給されます期末手当から控除するという文言が、この第２条の中に含まれているものでございます。
　それから今回の給与表の改定につきましては、４０歳以上の年齢層が今回減額の対象となっておりまして、若年層は対象になっておらないということで、今回おもな対象職員としてはそういう方がなっているということであります。
　それから１１ページでございますが、４月にさかのぼって給与が減額になる率でございますけれども、そこに書いております１００分の０.１７が、４月にさかのぼって期末勤勉手当も含めて減額される率でございます。そこにお示しをしているものでございます。
　以上が２３年１２月１日施行という条例の改正の内容でございます。それ以降につきましては、新旧対照表として現行と改正案をお示しするものをおつけしておりますので、御参照いただきたいと思います。
　以上、概略でございますが、説明にかえさせていただきます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　安元委員。
○６番（安元慶彦君）福岡県の人事委員会は、勧告どおりに０.１６で実施をするということで、今１２月議会で７億数千万の減額補正も出すということも報道されておりますが、人事院勧告を尊重するという中で、県は独自に人事委員会がありますから、それを尊重して０.１６。同じ福岡県内の中で、県はこんなに率が低い、市町村はこういうふうなことということで、これはどうも県民感情からすると、同じ福岡県の中の地方公務員がどうしてこういうことかなという感じもするわけですが、執行部はそういうことに対してどういう考えを持っているのか、ちょっとお尋ねしたいと思います。
　それから、本日提案の中の１１ページに、本年６月１日において減額改定対象職員ということが載っておりますが、これは具体的に本町の場合、どういうポジションにいる方がこういう対象になるのか、その辺をお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）福岡県の人事委員会が今回、勧告した０.１６の数字でございますが、国に比べて低いということを適用した考え方ということでよろしいんでしょうか。人事院はいわゆる全国で企業等と公務員との格差を調査し、今回、その勧告率が０.３７という４月にさかのぼった調整率を定めておりますけれども、これは実際に県に細かいことを聞いたわけではございませんが、私が考えるに、福岡県内には結構企業等が進出して、割とそういった所得があり、企業が進出しているということで、そういった工場従業員等が多うございまして、所得が割と高いのかなと。それを反映した数字、減額率が０.１６ではないかということで、その差が生じているんではなかろうかと、私なりに感じているところでございます。
　それで上毛町がそちらを採用したということにつきましては、総務大臣の今回の地方公務員の給与勧告改定に当たっては、国ももちろんでございますけれども、都道府県の人事委員会の勧告、それから、あわせて情勢適応の原則がありまして、近隣自治体等の状況も勘案しながら、最終的にうちの町としては０.１７の遡及した減額改定を適用したものでございます。
　それから減額対象職員であったものということでございます。先ほど説明しましたように、今回、若年層はのけております。４０歳以上の中堅、それから経験数の多い職員が今回の対象になっているものでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。
○６番（安元慶彦君）そうしますと、結局わかりやすく言うと、最初の件ですけれども、福岡県の職員のほうが給与が安いと。この表からいっても、人事院勧告の民と官の数字を並べておりますけれども、福岡県の職員が３９万３０３円ということで、人事院が調べたところによる３９万７,７２３円に比べて、福岡県の職員のほうは安いから０.１６でいいんだという解釈でいいわけですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）いわゆる民間のベースも、全国的に人事院が調べた調査よりも意外と高いということが言えるんじゃないかと思います。
○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目です。

○６番（安元慶彦君）それから、６月で減額すべきはずのものが、わかりやすく言うと今までもらい過ぎよったということですから、今回のこういうことがないと、そういう職員はそのままずっと行っておったという可能性も考えられるということですか。その時点では、ずっとそのまま給与をもらって、６月１日に本来なら減らしていかなければならないものがずっと今日まで来ておって、こういう勧告がなければ、そういう対象職員はそのままずっと行っておったという可能性もなきにしもあらずということで、今回たまたまこういう勧告があったから、そういう対象職員を下げるんですよと。わかりやすく言うと、もらい過ぎていたということでしょう。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）０.１７という減額調整の分につきましては、４月１日にさかのぼって行われるわけでございます。その６月１日というのは、６月に一遍、期末勤勉手当を支給されております。その分についても反映させるという意味で、ここに６月１日という日付があるわけでございまして、給与減額改定はあくまで４月にもらった部分からさかのぼって遡及改定をして、今度の１２月で期末勤勉手当が支給されますが、その差額をその中から控除して支給をするというものでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）福岡県の民間給与が高いということを今、課長が言われました。企業進出もありますが、実際は派遣労働が多いわけですよね。だから人事院が調べる場合に、派遣労働が入っているかどうか、それに基づいた数字なのかどうか、その点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）福岡県が高いという、いわゆる官民の格差的に、官に近いという、高い低いの言い方でございます。この中に派遣労働が入っているかということですが、入っていないと考えていただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで質疑を終わります。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は議案第４５号に反対の立場から討論いたします。職員の給与引き下げは、民間労働者の賃金の引き下げの口実を与え、国民全体の購買欲を弱めていきます。日本経済をますます停滞させる方向へと進むことになりますので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第４５号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例については原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程は全部終了しました。

　平成２３年上毛町議会第３回臨時会を閉会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時１９分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２３年　　月　　日

上毛町議会議長

署　名　議　員

署　名　議　員
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